
2023年1月21日（土）
13:30～16:15 （13:00開場）
クアーズテック秦野カルチャーホール

(秦野市文化会館）小ホール
秦野市平沢82 （TEL ）0463-82-5111
総合司会：横山玲子（東海大学観光学部教授）

開会挨拶：東島礼美（宝蓮寺住職）

大日堂の諸堂・諸仏が現代に問いかけるもの
松本亮三（NPO法人はだの大日堂保存会理事長／東海大学名誉教授）

大日堂の二王像
浅見龍介（東京国立博物館学芸企画部長）

大日堂に見る登録有形文化財保全の重要性
内田美知留 (株)ルナパーク代表）／全国ヘリテージマネージャーネット

ワーク協議会運営副委員長）
地域の観光振興における文化資源の価値について
沢登 次彦（（株）リクルート・じゃらんリサーチセンター長 ）

閉会挨拶：水野功（NPO法人はだの大日堂保存会副理事長）

参加費
無　料

主催
NPO法人はだの大日堂保存会
http://www.minoge-bunka.org/

お問合せ
E-mail: info@minoge - bunka.org
TEL： 0463-81-3528（宝蓮寺内）

（

秦野駅から秦08系統「桜土手経由渋沢駅北口
行」で［文化会館前］下車

蓑毛大日堂の諸堂と仏像
秦野市蓑毛の大日堂は、奈良時代の創建と伝えられる由緒あるお寺で、平安時代に作られた仏像
をまつっています。特に、大日如来を中心とする五智如来坐像は、関東でも珍しいほど完全な形
で残っています。しかし、お堂も仏像も損傷が激しく、ただちに修復を行わなければなりません。
大日堂の諸堂と仏像の重要さと、それが秦野市の文化・観光振興に果たす役割について、広くさ
まざまな角度から考えます。

秦野市文化振興基金活用事業シンポジウム

ー秦野市の文化・観光振興を目指してー



＜講演要旨＞

「大日堂の諸堂・諸仏が現代に問いかけるもの」
松本亮三（ NPO法人はだの大日堂保存会理事長／東海大学名誉教授）

蓑毛大日堂は、

「大日堂の二王像」
浅見龍介（東京国立博物館学芸企画部長）

二王（ 仁王） は金剛力士と も 呼ばれます。 上半身は裸で、 筋骨隆々と した姿が特徴で
す。 お寺の門の左右に置かれ、 邪悪なも のの侵入を防ぐ守護神です。 大日堂の二王像
は、 表面の赤い彩色をはじめ、 修理が重ねら れたよ う ですが、 制作は平安時代と 見ら
れます。 日本には数多く の二王像があり ますが、 平安時代の作は少なく 大変貴重な像
です。 こ こ では、 平安時代、 鎌倉時代の作例と 写真で見比べてその古さ を確認し ます。

「大日堂に見る登録有形文化財保全の重要性
―ヘリテージマネージャーの視点から―」

内田美知留（(株)ルナパーク代表）／全国ヘリテージマネージャーネット
ワーク協議会運営副委員長）
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